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目的： 

生殖補助医療技術により妊娠し生まれた子どもの神経発達を調べるため、生殖補助医療（体外受精または顕微授

精）により生まれた子ども、そのほかの不妊治療（排卵誘発・人工授精）により生まれた子どもと、自然妊娠により生ま

れた子どもの 3歳時点の神経発達を比較した。また、生殖補助医療の移植胚のタイプ別に子どもの神経発達を比較

した。 

 

方法： 

エコチル調査の 77,928 組の母子のデータを使用して解析を行った。子どもの神経発達は 3 歳時に保護者が回答した

日本語版の ASQ-3 という質問票を用いて、5 つの領域（コミュニケーション、粗大運動、微細運動、問題解決、個人と

社会）について点数を算出し、一定の点数以下の場合を「発達の遅れ」と評価した。体外受精、顕微授精、その他の不

妊治療と、自然妊娠について、生まれた子どもの発達の遅れとの関連を調べた。 

 

 

結果： 

単純に発達の遅れの頻度を比較した場合、体外受精、顕微授精だけでなく、そのほかの不妊治療で生まれた子ども

も、自然妊娠で生まれた子どもと比べて、1～4 つの領域で、発達の遅れの頻度が高かった。多胎妊娠（双子や三つ

子）を除外し、両親の年齢など不妊に関係する要因の影響を取り除いて解析を行うと、体外受精、顕微授精と、自然

妊娠との間で、発達の遅れの頻度に違いはなかった。体外受精、顕微授精のうち、凍結胚移植や胚盤胞移植も、自

然妊娠と比べて発達の遅れの頻度に違いはなかった。 

 

考察（研究の限界を含める）： 

生殖補助医療により生まれた子どもは、自然妊娠により生まれた子どもと比べて、発達の遅れの頻度が高かった。し

かし、解析の結果、この頻度の増加は生殖補助医療そのものに関係するのではなく、多胎妊娠や、両親の背景要因

と、それに伴う周産期合併症や胎児発育不良などが関係していると考えられた。この研究は大規模なデータを使って

解析したという利点がある。しかし、不妊治療のデータの収集に限界があった。不妊治療の有無と詳細な方法につい

ては、医療機関の情報と母親の質問票への回答を用いており、十分なデータを収集できなかったケースがあった。こ

のため、いくつかのケースについては分類の差異が生じた可能性がある。 

 

結論： 

不妊治療により生まれた子どもは発達の遅れの頻度が高かった。しかし、ほとんどの場合、生殖補助医療技術そのも

のに起因するのではなく、主に多胎妊娠や、両親の年齢など不妊に関係する要因が関係している可能性が示され

た。 

 


